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自分勝手に規範的

規範の推定と追従からせまる言語の姿

JASS47 WS「認知と社会のダイナミズム」
第4話題提供



レンシレンジ?
https://cookpad.com/search/%E3%
83%AC%E3%83%B3%E3%82%B7%E3
%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8

https://jp.mercari.com/search?keyword=%E3%83%AC%
E3%83%B3%E3%82%B7%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82
%B8
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本話題提供の概要

｢勝手に見出した規範｣こそ言語の本質

｢野良バリアント｣ (萩澤・氏家 2022) に着目

規範を規範と ｢信じる｣ メカニズム (Cf. 社会規範の存在):
1. ｢さも当然｣原則: ｢周りがさも当然のように使っている

(と思いこむ)｣ことが ｢規範｣ の源泉 (Schmidt et al. 2011)
╚ 関連して: 規範性と書き言葉の関係性

2. マジョリティ原則: たくさん (n ≥ 3) の他人が使っている
ことが規範を取り込む条件 (Huan et al. 2014)

╚ Cf. 普及率 (prevalence) [> 頻度] (荒牧他 2013; Baumann & Hofmann 2022)

↓

言語の起源・進化の問題へ (ホモ・レギュラリス)
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野良バリアント (萩澤・氏家 2022)

三条 (2015) より
e.g., レンシレンジ [電子レンジ] (三条 2015: 106)
└その他の例:
必須う [必須]  / 今日つけて・きよつけて [気を付けて]
せきゅうストーブ [石油ストーブ] /
割り合いさせていただきます [割愛させていただきます]

↓

萩澤・氏家 (2022):
個人による ｢リンク発見ゲーム｣ の産物

└野良バリアントに限らずあらゆる言語知識が該当
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野良バリアントと規範意識

リンク発見 = 体制化 (organization) [萩氏]
情報・知識の整理 (認知的要因への還元)
｢個｣ の中に閉じたメカニズム

⇕

規範の推定 = 社会的推論 [本研究]
｢自分勝手｣ な推定⇔ ｢規範的｣ 振る舞いへの指向

｢世の中にはこういう規則があるはずだ｣ という推論
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野良バリアント発生メカニズム

[deɴɕɾendʑi]

レンシレンジ

レンシレンジ

[ɾeɴɕiɾendʑi]
電子レンジ

！

示唆: 書き言葉と規範，
標準 (化)
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｢さも当然｣ 原則
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規範心理 (Schmidt et al. 2011)

抗議 模倣
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マジョリティ原則
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マジョリティ追従 (Huan et al. 2014)

行動変容 (他者追従) 回数
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普及率 prevalence と頻度 [1] (荒牧他 2013)

赤多
= 辞書未収録傾向

青多
= 辞書収録傾向
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普及率と頻度 [2] (Baumann & Hofmann 2022)

内的増加率 変曲点
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｢自分勝手｣ 規範と標準化

食べずに
行かずに

V-ずに

食べなずに
行かなずに

V-なずに

標準化刷新 (新規範)
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* 行かなずに

* V-なずに



言語の起源・進化・創発

ニカラグア手話
(第一世代)
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繰り返し学習 (Kirby et al. 2014: 111 [Fig. 1])

Kirby, S., Griffiths, T., & Smith, K. 2014. Iterated learning and the 
evolution of language. Current opinion in neurobiology, 28, 108-114.



ホモ・レギュラリス

｢規則の人｣ Homo regularis としてのヒト
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